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【無菌性膿疱の診断と治療】
膿疱症におけるinvolucrinとelafin
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Abstractlnvolucrinは正常表皮の辺縁帯の構成成分で細胞外に形成される脂質膜と結合

し，表皮のバリア機能に重要な働きをしており，尋常性乾癖表皮では発現が冗進している．

Elafinは正常表皮では発現しないが,尋常性乾癖表皮では豊富に発現され，好中球の蛋白分

解酵素を阻害するとともに，辺縁帯の成分ともなる．膿庖性乾癖ではinvolucrinの発現は冗

進しているが，elafinは過剰な蛋白分解酵素と複合体を形成して相対的に不足することが

ある．

はじめに

Involucrinとelafinはともに表皮のバリア構

造である辺縁帯の成分であるが(図１)')，elafinは

正常表皮では発現せず，また蛋白分解酵素の阻害

作用を併せ持つのに対し，involucrinは正常表皮

で発現し，辺縁帯の骨組みを形成する重要な蛋白

であるが，それ以外の生物学的機能は知られてい

ないという違いがある．膿庖症において辺縁帯形

成を検討した報告はこれまでほとんど知られてい

ないが，本稿ではまず辺縁帯形成一般，および

involucrinとelafinに関する最新の知見を紹介

し，膿庖症の例として膿庖'性乾癖におけるこれら

蛋白の発現について尋常性乾癖の場合と比較しな

がら考察を加える．
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表皮の分化と細胞外脂質膜，辺縁帯の形成

表皮の分化，すなわち角化は複雑な，しかし巧

妙に制御されたプロセスである．その過程のなか

にあって，有疎層では遊離脂肪酸，コレステロー

ル，硫酸コレステロール，セラミドなどを蓄積す

る層板穎粒が合成され，これが穎粒層で細胞外に

放出され，さらに角層の細胞間で脂質の多重層と

なる．細胞内では穎粒層の上層から細胞膜を裏打

ちするように辺縁帯が形成されはじめる．

辺縁帯形成過程においてはカルシウム依存性の

酵素トランスグルタミナーゼ(TGase)が細胞膜

内面上で，辺縁帯前駆体蛋白のグルタミン残基の

γ-カルボキシル基と，リジン残基のＥ－アミノ基

との間に架橋をつくる')．表皮では少なくとも４

つのTGaseが発現しているが，このうち辺縁帯

の形成に主要な働きをしているのはＴＧａｓｅｌで

ある．ＴＧａｓｅｌは細胞膜の内面に結合した状態で

存在し，細胞内カルシウム濃度が上昇すると活性

化されて，近傍に待機しているinvolucrinを細胞

膜上のデスモゾーム蛋白などに架橋し始める2)．

その後,loricrinなど他の蛋白も順次架橋され,辺

縁帯が成熟する．辺縁帯の最も細胞膜よりに存在
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